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【開館時間】10：00～16：00　【入館料】無料　
【休館日】日曜～火曜、2023年12月24日（日）～2024年1月9日（火）、13日（土）、2月7日（水）　※ほか大学の事情による臨時休館日あり
【展示開催場所】明治大学平和教育登戸研究所資料館およびオンライン https://www.meiji.ac.jp/noborito/event/onlineexhibition.html
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軍拡の時代と秘密戦



アクセス

小田急線生田駅南口徒歩15分／
向ヶ丘遊園駅北口より小田急バス「明治大学正門前」行終点下車

★登戸研究所関連資料を収集していますので、些細な情報でもお知らせください

〒214-8571　神奈川県川崎市多摩区東三田1-1-1　明治大学生田キャンパス内
TEL/FAX 044-934-7993　e-mail:noborito@mics.meiji.ac.jp

明治大学平和教育登戸研究所資料館

登戸研究所は、日中戦争が始まった1937（昭和12）年に電波
兵器の実験施設として開設され、1939年に大幅に拡充されて、
秘密戦のための総合的な研究・開発機関となりました。登戸研
究所のこの拡充は、日中戦争が始まる前から計画された日本軍
による軍備拡張（軍拡）の一環でもありました。
今回の企画展では、近代日本における軍拡の歴史を概観した
上で、1930年に始まる顕著な軍拡の一部として、秘密戦分野
の軍拡（兵器開発と要員養成）もあったことを明らかにします。
なぜ1930年代になって日本が軍拡へと舵を切ったのか、それ
はどのような相手（仮想敵）を想定したもので、〈表側の戦争〉と
しての武力戦のためにどのような軍事力を構築しようとしたのか
を示します。そして、その上で〈裏側の戦争〉としての秘密戦には
どのようなことが期待され、どのような兵器・資材開発、要員養
成が行われたのか、その実態に迫ります。また、急速な軍拡の
ためのお金はどのように調達されたのか、軍拡にともなって言論
統制がどのように展開されたのかを見ていきます。
現在の日本も急速に軍拡の道を歩もうとしていますが、今回の
企画展が「今」の私たちの社会を考える上でのヒントを提供で
きるのではないかと考えています。

関連イベントのご案内

関連イベント共通

軍拡の時代と秘密戦

③企画展展示解説
内 容
開催日時

定 員
申込方法

： 館長 山田朗が参加者と展示を巡りながら企画展の見どころを解説します。
： 2023年11月25日（土）、2024年2月24日（土）、5月11日（土）
各日13：00～ 14：00（全3回開催）

： 20名（申し込み先着順）
： 開催日２日前までに、①参加希望日、②参加者全員の氏名、
   ③代表者連絡先を添えて右下お問い合わせ先か
　右QRコードよりお申し込みください。
※メールの場合はタイトルを「企画展展示解説申込」としてください。

お問い合わせ

①企画展記念講演会
内 容
開催日時
会 場
講 師
定 員

： 本企画展に関する内容を、日本近現代史の専門家の観点から深く掘り下げます。
： 2023年12月2日（土）13：00～ 15：00　※開場12時半
： 明治大学生田キャンパス中央校舎６階メディアホールおよびオンライン（Zoomウェビナー）
： 館長 山田朗（明治大学平和教育登戸研究所資料館長、明治大学文学部教授）
： 【会場】270名（予約不要）
   【オンライン】400名（要事前予約）

11月27日（月）までにメールタイトルに「12/2講演会オンライン申込」、
本文に「ご自身のメールアドレス」を明記のうえ、
右下お問い合わせ先または右QRコードよりお申し込みください。

オンライン
参加
申し込み
方法

軍人勅諭
（写、部分、明治大学平和教育登戸研究所資料館所蔵）

支那事変国債ポスター
（1940年、複製、長野県阿智村所蔵）

愛国婦人会たすき
（明治大学平和教育登戸研究所資料館所蔵）

当時の学童疎開児の作品
（複製、渡辺賢二氏提供）

※メールでお申し込みの場合，翌開館日以内に当館よりお申し込み確認メールを送信いたします。
当館からのメールが届かない場合、迷惑メールフォルダに振り分けられている可能性がございますので、
「noborito@mics.meiji.ac.jp」からのメールを受け取れるよう設定をお願いいたします。

②企画展記念特別対談 「作家・アーティスト 小林エリカ氏 × 館長 山田朗」
内 容

開催日時
会 場

定 員

： 風船爆弾を主題として少女たちが戦争の時代に巻き込まれていった様子を描いた
『風船爆弾フォリーズ』（2023年『文學界』連載）の著者 小林エリカ氏と
当館長 山田朗が対談します。

： 2024年5月25日（土）13：00～ 15：00　※開場12時半
： 明治大学生田キャンパス中央校舎６階メディアホール（予定）および
　オンライン（Zoomウェビナー）
： 【会場】270名（予約不要）　
  【オンライン】400名（要事前予約）

5月20日（月）までにメールタイトルに「5/25対談オンライン申込」、
本文に「ご自身のメールアドレス」を明記のうえ、
右下お問い合わせ先または右QRコードよりお申し込みください。

オンライン
参加
申し込み
方法


